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ま
え
が
き

二
〇
二
二
年
二
月
二
四
日
、
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
大
規
模
な
軍
事
侵
攻
を
開
始
し
た
。
ロ
シ
ア
は
侵

攻
前
に
最
大
で
一
九
万
人
と
も
い
わ
れ
る
兵
力
を
国
境
付
近
に
集
結
さ
せ
、
ロ
シ
ア
軍
は
そ
の
圧
倒
的
な
兵
力

を
も
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
攻
め
入
り
、
短
期
間
で
勝
利
を
収
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
ロ
シ
ア
は
そ

う
考
え
て
い
た
。

侵
攻
開
始
二
日
後
の
二
月
二
六
日
午
前
八
時
、
国
営
の
ロ
シ
ア
通
信
は
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
進
撃
と
新
た
な
世

界
の
始
ま
り
」
と
題
す
る
記
事
を
「
誤
配
信
」
し
た
。「
私
た
ち
の
目
の
前
に
新
た
な
世
界
が
生
ま
れ
て
い
る
」

と
の
文
言
で
始
ま
る
長
文
記
事
は
、
ロ
シ
ア
軍
の
勝
利
を
前
提
に
「
ロ
シ
ア
は
歴
史
的
な
完
全
性
を
取
り
戻
し

つ
つ
あ
る
。
反
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
も
う
存
在
し
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
戻
っ
て
き
た
」
と
宣
言
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
「
戦
勝
記
事
」
は
た
だ
ち
に
削
除
さ
れ
た
。

ロ
シ
ア
軍
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首
都
キ
ー
ウ
や
第
二
の
都
市
ハ
ル
キ
ウ
な
ど
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
よ
る
激

し
い
抵
抗
に
あ
い
、
四
月
ま
で
に
一
万
人
か
ら
四
万
人
と
も
い
わ
れ
る
死
傷
者
を
出
し
た
。
こ
の
ま
え
が
き
を
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執
筆
し
て
い
る
時
点
で
、
ロ
シ
ア
軍
は
勝
利
を
収
め
て
い
な
い
。

ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
侵
攻
開
始
か
ら
二
カ
月
余
り
、
世
界
は
多
く
の
衝
撃
に
見
舞
わ
れ
、
い
ま
も
我
々
は
衝
撃

の
な
か
に
い
る
。

ま
ず
、
ロ
シ
ア
の
軍
事
侵
攻
が
国
際
秩
序
の
根
幹
を
揺
る
が
し
た
と
い
う
衝
撃
で
あ
る
。
国
連
安
全
保
障
理

事
会
の
常
任
理
事
国
で
あ
り
、
核
保
有
国
で
あ
る
ロ
シ
ア
が
、
他
国
の
領
土
の
一
体
性
や
政
治
的
独
立
を
脅
か

す
武
力
の
行
使
を
禁
じ
た
国
連
憲
章
や
国
際
法
を
無
視
し
、
大
規
模
な
武
力
行
使
に
よ
っ
て
現
状
変
更
を
試
み

た
。
我
々
は
驚
愕
の
な
か
に
い
る
。

い
ま
一
つ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
可
能
性
で
あ
る
。
通
常
戦
力
で
圧
倒
的
に
有
利

に
あ
る
ロ
シ
ア
軍
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
に
苦
戦
し
、
戦
争
は
長
期
化
し
た
。
局
面
を
打
開
す
る
た
め
に
、
ロ
シ
ア

は
核
兵
器
な
ど
大
量
破
壊
兵
器
を
使
用
す
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
先
に
は
核
戦
争
が
想
定
さ
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
我
々
は
不
安
の
な
か
に
い
る
。

も
う
一
つ
は
、
戦
争
に
お
け
る
非
人
道
的
な
行
為
に
つ
い
て
の
衝
撃
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
軍
は
民
間
人
を
標
的

と
す
る
攻
撃
を
あ
か
ら
さ
ま
に
行
い
、
被
害
の
状
況
は
S
N
S
な
ど
を
通
じ
て
世
界
中
に
拡
散
し
た
。
四
月
初

め
、
ロ
シ
ア
軍
が
撤
退
し
た
キ
ー
ウ
周
辺
地
域
で
多
数
の
民
間
人
の
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
事
実
が

写
真
と
と
も
に
世
界
に
配
信
さ
れ
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
非
難
の
声
が
高
ま
っ
た
。
我
々
は
悲
憤
の
な
か
に
い
る
。

こ
の
二
カ
月
余
り
、
驚
愕
、
不
安
、
悲
憤
を
抱
き
な
が
ら
、
本
書
の
著
者
が
所
属
す
る
防
衛
研
究
所
で
は
、

多
く
の
研
究
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
か
ら
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
衝
撃
」
の
意
味
を
考
え
、
そ
し
て
議
論
し
て

き
た
。
本
書
『
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
衝
撃
』
は
、
特
に
地
域
研
究
と
い
う
視
点
か
ら
衝
撃
の
意
味
を
明
ら
か
に

す
る
試
み
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
よ
る
衝
撃
を
如
何
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
な
か
で
理
解
し
、
対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
交
錯
す
る
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
な
か
で
日
本
を
取
り
巻
く
戦
略
環
境
の
現
状
と
そ
の
行
く
先
を
示
す
。
こ
れ
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
現
在
進
行
形
の
事
象
で
あ
る
。
戦
争
の
勃
発
か
ら
わ
ず
か
二
カ
月
で
脱

稿
し
、
研
究
の
成
果
を
世
に
問
う
こ
と
の
躊
躇
い
は
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
書
の
刊
行
を
目
指
す

こ
と
に
な
っ
た
の
は
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
衝
撃
」
が
続
く
な
か
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
に
と
っ
て
の

衝
撃
の
意
味
を
分
析
し
記
録
す
る
こ
と
の
意
義
を
多
く
の
同
僚
が
共
有
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

本
書
の
執
筆
は
、
新
垣
拓
（
第
1
章
）、
山
添
博
史
（
第
2
章
）、
増
田
雅
之
（
第
3
章
）、
佐
竹
知
彦
（
第
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4
章
）、
庄
司
智
孝
（
第
5
章
）
が
担
当
し
た
。
相
澤
李
帆
、
小
熊
真
也
、
𠮷
田
智
聡
は
編
集
作
業
で
刊
行
プ

ロ
セ
ス
を
支
え
つ
つ
、コ
ラ
ム
を
執
筆
し
て
く
れ
た
。
着
想
か
ら
わ
ず
か
な
期
間
で
本
書
の
刊
行
が
可
能
に
な
っ

た
の
は
、
執
筆
・
編
集
チ
ー
ム
が
一
丸
と
な
り
集
中
的
に
議
論
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め

の
環
境
を
用
意
し
て
く
れ
た
防
衛
研
究
所
に
感
謝
し
た
い
。

も
ち
ろ
ん
本
書
に
お
け
る
記
述
は
、
各
々
の
専
門
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
が
所
属
す
る
防
衛
研
究

所
や
防
衛
省
あ
る
い
は
日
本
政
府
の
見
解
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

イ
ン
タ
ー
ブ
ッ
ク
ス
の
小
久
江
潤
氏
に
は
、
本
書
の
着
想
段
階
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
。
小
久
江
氏
の
献
身

的
か
つ
創
造
的
な
編
集
作
業
が
な
け
れ
ば
、
本
書
が
出
版
に
た
ど
り
着
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
満
腔
の
謝
意
を

表
し
た
い
。

令
和
四
年
（
二
〇
二
二
年
）
五
月
五
日

防
衛
研
究
所
理
論
研
究
部
政
治
・
法
制
研
究
室
長
　
増 

田 

雅 

之




